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Ⅱ 調査結果の概要 

１ 調査結果の概要（県） 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 4,771 人のうち，「原因者」（「移動の原因となる人」

をいう。）は 3,846 人（80.6％），「同伴者」は 925 人（19.4％）であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 1,016 人（26.4％），「転勤」が 718 人（18.7％），

「就学」が 663 人（17.2％），「結婚・離婚・縁組」が 445 人（11.6％），「住宅（新築・購入・借り換

え）」が 258 人（6.7％），「生活の利便性」が 135 人（3.5％），「退職・廃業」が 85 人（2.2％），「交

通の利便性」が 65 人（1.7％），「卒業」が 25 人（0.7％）となっている。 

なお，「その他」は 438 人（11.4％）となっている。（表１，図１･２） 

また，原因者を国内の移動者に限定すると，「就職・転職・転業」が 843 人（28.3％），「転勤」が

689 人（23.2％），「結婚・離婚・縁組」が 440 人（14.8％），「住宅（新築・購入・借り換え）」が 256

人（8.6％），「生活の利便性」が 132 人（4.4％），「就学」が 89 人（3.0％），「退職・廃業」が 80 人

（2.7％），「交通の利便性」が 65 人（2.2％），「卒業」が 6 人（0.2％）となっている。（表１，図３） 

 

表１ 移動理由別移動者数【茨城県】                       

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 1,951 1,667 404 237 45 611 5 114 66 5 39 141 284 
うち国内 1,156 898 248 225 44 48 3 111 64 5 37 113 258 
うち国外 795 769 156 12 1 563 2 3 2 - 2 28 26 

県外転出 1,525 1,261 474 322 29 47 19 109 49 25 37 150 264 
うち国内 1,408 1,159 457 305 25 36 2 107 49 25 36 117 249 
うち国外 117 102 17 17 4 11 17 2 - - 1 33 15 

県内移動 1,295 918 138 159 11 5 1 222 143 35 59 147 377 
県内転入 1,218 839 134 100 9 4 - 201 137 32 57 165 379 
県内転出 1,371 996 141 217 12 6 2 243 149 37 61 128 375 
計 4,771 3,846 1,016 718 85 663 25 445 258 65 135 438 925 

区分
原　　　　　因　　　　　者

総　数 同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性 その他

( )

( )

( )

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

図１ 原因者の移動理由別移動者数【茨城県】 
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ア 県外転入 

県外転入で最も多い理由は「就学」 

県外転入では，総数 1,951 人のうち，「原因者」が 1,667 人（85.4％）で，「同伴者」は 284 人（14.6％）

であった。（表１） 

原因者について理由別にみると，「就学」が 611 人（36.7％），「就職・転職・転業」が 404 人（24.2％），

「転勤」が 237 人（14.2％），「結婚・離婚・縁組」が 114 人（6.8％），「住宅（新築・購入・借り換

え）」が 66 人（4.0％），「退職・廃業」が 45 人（2.7％），「生活の利便性」が 39 人（2.3％），「卒業」

が 5 人（0.3％），「交通の利便性」が 5 人（0.3％）となっている。（表１，図４） 

また，原因者を国内の転入者に限定すると，「就職・転職・転業」が 248 人（27.６％），「転勤」が

225 人（25.1％），「結婚・離婚・縁組」が 111 人（12.４％），「住宅（新築・購入・借り換え）」が 64

人（7.1％），「就学」が 48 人（5.3％），「退職・廃業」が 44 人（4.9％），「生活の利便性」が 37 人（4.1％），

「交通の利便性」が 5 人（0.6％），「卒業」が 3 人（0.3％）となっている。（表１，図５） 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 移動理由割合 茨城県（総数） 

 

図４ 移動理由割合 茨城県（県外転入） 図５ 移動理由割合 茨城県（県外転入） 

※国外を含まず 

図３ 移動理由割合 茨城県（総数） 

※国外を含まず 
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イ 県外転出 

県外転出で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転出では，総数 1,525 人のうち，「原因者」が 1,261 人（82.7％）で，「同伴者」は 264 人（17.3％）

であった。（表１） 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 474 人（37.6％），「転勤」が 322 人（25.

５％），「結婚・離婚・縁組」が 109 人（8.6％），「住宅（新築・購入・借り換え）」が 49 人（3.9％），

「就学」が 47 人（3.7％），「生活の利便性」が 37 人（2.9％），「退職・廃業」が 29 人（2.3％），「交

通の利便性」が 25 人（2.0％），「卒業」が 19 人（1.5％）となっている。（表１，図６） 

また，原因者を国内の転出者に限定すると，「就職・転職・転業」が 457 人（39.4％），「転勤」が

305 人（26.3％），「結婚・離婚・縁組」が 107 人（9.2％），「住宅（新築・購入・借り換え）」が 49

人（4.2％），「就学」が 36 人（3.1％），「生活の利便性」が 36 人（3.1％），「退職・廃業」が 25 人（2.2％），

「交通の利便性」が 25 人（2.2％），「卒業」が 2 人（0.2％）となっている。（表１，図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 県内移動 

県内移動で最も多い理由は「結婚・離婚・縁組」 

県内移動では，総数 1,295 人のうち，「原因者」が 918 人（70.9％）で，「同伴者」は 377 人（29.1％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「結婚・離婚・縁組」が 222 人（24.2％），「転勤」が 159 人（17.3％），

「住宅」が 143 人（15.6％），「就職・転職・転業」が 138 人（15.0％），「生活の利便性」が 59 人（6.4％），

「交通の利便性」が 35 人（3.8％），「退職・廃業」が 11 人（1.2％），「就学」が 5 人（0.5％）とな

っている。（表１，図８） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 移動理由割合 茨城県（県内移動） 

図６ 移動理由割合 茨城県（県外転出） 図７ 移動理由割合 茨城県（県外転出） 

※国外を含まず 
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（2）移動地(県外)別移動者数 

 

ア 県外転入 

県外転入者 1,951 人のうち原因者 1,667 人の従前の住所地を全国地域区分別にみると，東京圏（埼

玉県，千葉県，東京都，神奈川県）が 575 人（34.5％）と最も多く，次いで北海道･東北が 96 人（5.8％），

北関東が 67 人（4.0％），中部が 63 人（3.8％），近畿が 43 人（2.6％），九州･沖縄が 28 人（1.7％），

中国･四国が 26 人（1.6％）となっている。また，国外は 769 人（46.1％）となっている。（図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県外転入者の転入元別に最も多い移動理由をみると，北海道・東北（38.5％）と北関東（29.9％）,

東京圏（23.8％）及び中国・四国（42.3％）は「就職・転職・転業」，中部（38.1％），近畿（39.5％），

九州・沖縄（28.6％）は「転勤」，国外（73.2％）は「就学」となっている。（図 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 県外転入者の転入元別移動理由割合【茨城県】 

図９ 地域区分別県外転入者数【茨城県】 



- 7 - 

イ 東京圏からの転入 

県外転入者のうち原因者について，転入元の住所地を東京圏に絞って移動理由をみると，「就職・転

職・転業」が 137 人（23.8％），「転勤」が 126 人（21.9％），「結婚・離婚・縁組」が 81 人（14.1％），

「住宅（新築・購入・借り換え）」が 53 人（9.2％），「退職・廃業」が 35 人（6.1％），「就学」が 27

人（4.7％），「生活の利便性」が 24 人（4.2％），「交通の利便性」が 5 人（0.9％），「卒業」が 2 人（0.3％）

となっている。（表２，図 11） 

 

表２ 移動理由別転出者数【茨城県】 

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

東 京 圏 740 575 137 126 35 27 2 81 53 5 24 85 165 

東京圏外 416 323 111 99 9 21 1 30 11 - 13 28 93 

国 外 795 769 156 12 1 563 2 3 2 - 2 28 26 

計 1,951 1,667 404 237 45 611 5 114 66 5 39 141 284 

区分
原　　　　　因　　　　　者

総　数
その他

同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 東京圏からの転入者数【茨城県】 

図 12 東京圏からの転入者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） 
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ウ 県外転出 

県外転出者 1,525 人のうち原因者 1,261 人の転出先の住所地を全国地域区分別にみると，東京圏が

770 人（61.1％）と最も多く，次いで北関東が 106 人（8.4％），北海道･東北が 97 人（7.7％），中部

が 91 人（7.2％），近畿が 63 人（5.0％），中国･四国が 19 人（1.5％），九州･沖縄が 13人（1.0％）と

なっている。また，国外は 102 人（8.1％）となっている。（図 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県外転出者の転出先別に最も多い移動理由をみると，北海道・東北（30.9％），北関東（38.7％）東

京圏（41.2％）中部（40.7％）及び近畿（39.7％）は「就職・転職・転業」，中国・四国（42.1％），

九州・沖縄（46.2％）は「転勤」となっており、国外（16.7％）は「就職・転職・転業」と「転勤」

と「卒業」が同数となっている。（図 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 県外転出者の転出先別移動理由割合【茨城県】 

図 13 地域区分別県外転出者数【茨城県】 
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エ 東京圏への転出 

県外転出者のうち原因者について，転出先の住所地を東京圏に絞って移動理由をみると，「就職・転

職・転業」が 317 人（41.2％），「転勤」が 181 人（23.5％），「結婚・離婚・縁組」が 79 人（10.3％），

「住宅（新築・購入・借り換え）」が 38 人（4.9％），「就学」が 27 人（3.5％），「交通の利便性」が 25

人（3.2％），「生活の利便性」が 23 人（3.0％），「退職・廃業」が 14 人（1.8％），「卒業」が 1 人（0.1％）

となっている。（表３，図 15） 

 

表３ 移動理由別転出者数【茨城県】 
　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

東 京 圏 918 770 317 181 14 27 1 79 38 25 23 65 148 

東京圏外 490 389 140 124 11 9 1 28 11 - 13 52 101 

国 外 117 102 17 17 4 11 17 2 - - 1 33 15 
計 1,525 1,261 474 322 29 47 19 109 49 25 37 150 264 

区分 総　数
原　　　　　因　　　　　者

同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性 その他

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 東京圏への転出者数【茨城県】 

図 16 東京圏への転出者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） 
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（3）年齢(5歳階級)別移動者数 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 4,771 人のうち，「原因者」3,846 人について年齢(5

歳階級)別にみると，県外転入者では「20～24 歳」が 611 人で全体の 36.8％を占めている。次いで，

「25～29 歳」が 368 人（22.1％），「30～34 歳」が 221 人（13.3％），「35～39 歳」が 124 人（7.5％）

となっており，20 代，30 代で全体の 79.7％を占めている。 

県外転出者をみると，「25～29 歳」が 326 人で全体の 26.1％を占めている。次いで，「20～24 歳」

が 266 人（21.3％），「30～34 歳」が 203 人（16.2％），「35～39 歳」が 145 人（11.6％）となってお

り，20 代，30 代で全体の 75.1％を占めている。 

県内移動の移動者数をみると，「25～29 歳」が 216 人で最も多く，県内移動全体の 23.5％を占めて

いる。次いで，「20～24 歳」が 179 人（19.5％），「30～34 歳」が 157 人（17.1％），「35～39 歳」が

96 人（10.4％）となっており，20 代，30 代で全体の 70.5％を占めている。（図 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 原因者の年齢（5歳階級）別移動者数【茨城県】 
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（4）年齢(5歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，15歳から 29歳の各年齢階級では「就学」で，「15～19歳」は 43.7％，

「20～24 歳」は 64.0％,「25～29 歳」は 29.1％となっている。 

30 歳から 34 歳の年齢階級では「転勤」で，25.8％となっている。 

35 歳から 44 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「35～39 歳」は 27.4％，「40～44 歳」

は 30.8％となっている。 

45 歳から 59 歳の年齢階級では「転勤」で，「45～49 歳」は 31.8％，「50～54 歳」は 50.0％，「55

～59 歳」は 38.1％となっている。 

「60 歳～64 歳」では、「就職・転職・転業」で 20.8％，「65～69 歳」では「退職・廃業」で 22.2％，

70 歳以上では「住宅（新築・購入・借り換え」で 28.6％となっている。（図 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，国内の転入者に限定して，最も多い移動理由割合をみると，「15～19 歳」では「就学」で 28.9％，

「20～24 歳」では「就職・転職・転業」で 42.5％となっている。 

25～39 歳、45～54 歳の各階級では「転勤」で，「25～29 歳」は 27.5％，「30～34 歳」は 36.7％，

「35～39 歳」は 30.9％、「45 歳～49 歳」は 29.7％、「50 歳～54 歳」は 47.8％などとなっている。（図

19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） 

図 19 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） ※国外を含まず 
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イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，15 歳から 39 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「15

～19 歳」は 38.3％，「20～24 歳」は 47.4％，「25～29 歳」は 43.9％，「30～34 歳」は 36.9％，「35～

39 歳」は 40.7％となっている。 

40 歳から 44 歳、50 歳から 64 歳の各年齢階級では「転勤」で，「40～44 歳」は 46.3％，「50～54

歳」は 48.7％，「55～59 歳」は 48.0％、「60～64 歳」は 25.0％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，国内の転出者に限定して，最も多い移動理由割合をみると，15 歳から 39 歳の各年齢階級で

は「就職・転職・転業」で，「15～19 歳」は 38.6％，「20～24 歳」は 51.0％，「25～29 歳」は 46.4％，

「30～34 歳」は 37.4％，「35～39 歳」は 43.１％となっている。 

40 歳から 44 歳、55 歳から 59 の各年齢階級では「転勤」で，「40～44 歳」は 46.1％，「50～54 歳」

は 47.1％，「55～59 歳」は 47.6％などとなっている。 

（図 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） 

図 21 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） ※国外を含まず 
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ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「15～19 歳」では「就職・転職・転業」で 17.1％，「20～24 歳」

では「転勤」で 38.7％となっている。 

25 歳から 44 歳の各年齢階級では「結婚・離婚・縁組」で，「25～29 歳」は 35.3％，「30～34 歳」

は 31.3％，「35～39 歳」は 27.2％，「40～44 歳」は 20.5％となっている。 

45 歳から 69 歳の各年齢階級では「住宅（新築・購入・借り換え）」で，「45～49 歳」は 26.6％，

「50～54 歳」は 25.9％，「55～59 歳」は 21.7％，「60～64 歳」は 37.5％，「65～69 歳」は 35.0％と

なっている。（図 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【茨城県】（15歳以上原因者） 
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２ 調査結果の概要（地域別） 

○県北地域 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「転勤」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 592 人のうち，「原因者」は 453 人（76.5％），「同伴

者」は 139 人（23.5％）となっている。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 27.2％，「就職・転職・転業」が 24.7％，「結婚・離婚・

縁組」が 14.6％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 6.8％，「生活の利便性」が 4.9％，「退職・廃

業」が 3.3％，「交通の利便性」が 2.4％，「就学」が 1.8％などとなっている。 

なお，「その他」は 14.8％となっている。（表４，図 23･24） 

 

表４ 移動理由別移動者数【県北地域】 

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 158 119 35 41 6 2 1 12 - - 5 17 39 
うち国内 152 114 34 38 6 2 - 12 - - 5 17 38 
うち国外 6 5 1 3 - - 1 - - - - - 1 

県外転出 174 153 53 62 5 3 - 3 4 1 5 17 21 
うち国内 161 141 53 54 5 3 - 3 4 1 5 13 20 
うち国外 13 12 - 8 - - - - - - - 4 1 

県内移動 260 181 24 20 4 3 - 51 27 10 12 33 79 
県内転入 236 160 21 13 5 3 - 44 23 9 12 30 76 
県内転出 283 202 26 26 2 2 - 58 31 10 11 36 81 
計 592 453 112 123 15 8 1 66 31 11 22 67 139 

原　　　　　因　　　　　者

区分 総　数
住　宅 交通の利便性 生活の利便性卒　業 その他

同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 就　学

( )( )

( )

( )

 

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

 

図 23 原因者の移動理由別移動者数【県北地域】 
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ア 県外転入 

  県外転入で最も多い理由は「転勤」 

県外転入では，総数 158 人のうち，「原因者」が 119 人（75.3％）で，「同伴者」は 39 人（24.7％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 34.5％，「就職・転職・転業」が 29.4％，「結婚・離婚・

縁組」が 10.1％，「退職・廃業」が 5.0％，「生活の利便性」が 4.2％などとなっている。（表４，図 25） 

 

 

イ 県外転出 

県外転出で最も多い理由は「転勤」 

県外転出では，総数 174 人のうち，「原因者」が 153 人（87.9％）で，「同伴者」は 21 人（12.1％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 40.5％，「就職・転職・転業」が 34.6％，「退職・廃業」

及び「生活の利便性」が 3.3％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 2.6％などとなっている。（表４，

図 26） 

 

 

ウ 県内移動 

  県内移動で最も多い理由は「結婚・離婚・縁組」 

県内移動では，総数 260 人のうち，「原因者」が 69.7％で，「同伴者」は 30.3％であった。 

原因者について理由別にみると，「結婚・離婚・縁組」が 28.2％，「住宅（新築・購入・借り換え）」

が 14.9％，「就職・転職・転業」が 13.0％，「転勤」が 10.8％，「生活の利便性」が 6.4％，「交通の利

便性」が 5.2％などとなっている。 

（表４，図 27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24 移動理由割合 県北地域（総数） 図 25 移動理由割合 県北地域（県外転入） 
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（2）年齢(10歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「転勤」と「退職・廃業」で 25.0％，「20～29

歳」では「就職・転職・転業」で 32.1％となっている。 

30 歳から 39 歳、50 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「30～39 歳」は 44.1％，「50～59

歳」は 83.3％となっている。「40 歳～49 歳」では「就職・転職・転業」、「転勤」で 30.8％となって

いる。 

60 歳以上では「生活の利便性」で 28.6％となっている。（図 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 移動理由割合 県北地域（県外転出） 図 27 移動理由割合 県北地域（県内移動） 

図 28 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【県北地域】（10歳以上原因者） 



- 17 - 

イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，10 歳から 19 歳，30 歳から 39 歳の各年齢階級では「就職・転職・

転業」で，「10～19 歳」は 42.9％，「30～39 歳」では 46.5％となっている。 

20 歳から 29 歳、40 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「20～29 歳」は 40.7％，「40～49

歳」は 56.5％，「50～59 歳」は 62.5％となっている。 

60 歳以上では「就職・転職・転業」と「転勤」で 18.2％となっている。（図 29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就学」、「結婚・離婚・縁組」で 22.2％となっ

ている。 

20 歳から 49 歳の各年齢階級では「結婚・離婚・縁組」で，「20～29 歳」は 34.0％，「30～39 歳」

は 33.3％，「40～49 歳」は 22.4％となっている。 

50 歳以上の各年齢階級では「住宅（新築・購入・借り換え）」で，「50～59 歳」は 25.0％，60 歳

以上は 23.1％となっている。（図 30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【県北地域】（10歳以上原因者） 

図 30 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【県北地域】（10歳以上原因者） 
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○県央地域 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「転勤」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 755 人のうち，「原因者」は 577 人（76.4％），「同伴

者」は 178 人（23.6％）となっている。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 33.3％，「就職・転職・転業」が 21.3％，「結婚・離婚・

縁組」が 14.4％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 6.6％，「生活の利便性」が 4.9％，「退職・廃

業」、「就学」が 2.8％，「交通の利便性」が 1.4%などとなっている。 

なお，「その他」は 13.0％となっている。（表５，図 31･32） 

 

表５ 移動理由別移動者数【県央地域】 

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 184 152 38 48 12 10 - 11 2 - 4 27 32 
うち国内 172 140 37 47 12 9 - 11 2 - 4 18 32 
うち国外 12 12 1 1 - 1 - - - - - 9 - 

県外転出 230 171 52 63 2 5 - 18 5 1 8 17 59 
うち国内 222 164 51 63 2 5 - 18 5 1 8 11 58 
うち国外 8 7 1 - - - - - - - - 6 1 

県内移動 341 254 33 81 2 1 1 54 31 7 16 31 87 
県内転入 276 185 32 24 1 - - 49 25 6 13 35 91 
県内転出 405 323 34 138 2 1 1 58 37 8 18 26 82 
計 755 577 123 192 16 16 1 83 38 8 28 75 178 

区分 総　数
就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性

同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 その他

原　　　　　因　　　　　者

( )( )

( )

( )

 

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

 

 

図 31 原因者の移動理由別移動者数【県央地域】 
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ア 県外転入 

県外転入で最も多い理由は「転勤」 

県外転入では，総数 184 人のうち，「原因者」が 152 人（82.6％）で，「同伴者」は 32 人（17.4％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 48 人（31.6％），「就職・転職・転業」が 38 人（25.0％），

「退職・廃業」が 12 人（7.9％），「結婚・離婚・縁組」が 11 人（7.2％）などとなっている。 

（表５，図 33） 

 

イ 県外転出 

  県外転出で最も多い理由は「転勤」 

県外転出では，総数 230 人のうち，「原因者」が 171 人（74.3％）で，「同伴者」59 人（25.7％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 63 人（36.8％），「就職・転職・転業」が 52 人（30.4％），

「結婚・離婚・縁組」が 18 人（10.5％），「生活の利便性」が 8 人（4.7％），「就学」、「住宅（新築・

購入・借り換え）」が 5 人（2.9％）などとなっている。（表５，図 34） 

 

 

ウ 県内移動 

  県内移動で最も多い理由は「転勤」 

県内移動では，総数 341 人のうち，「原因者」が 254 人（74.6％）で，「同伴者」は 87 人（25.4％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「転勤」が 31.9％），「結婚・離婚・縁組」が 21.1％，「就職，転職，

転業」が 13.0％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 12.2％，「生活の利便性」が 6.1％，「交通の利

便性」が 2.8％などとなっている。 

（表５，図 35） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 移動理由割合 県央地域（総数） 図 33 移動理由割合 県央地域（県外転入） 
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（2）年齢(10歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就学」で 50.0％，「20～29 歳」では「就職・

転職・転業」、「転勤」で 26.8％となっている。 

30 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「30～39 歳」は 38.8％，「40～49 歳」は 47.4％，「50

～59 歳」は 45.5％となっている。 

60 歳以上では「生活の利便性」で 20.0％となっている。（図 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【県央地域】（10歳以上原因者） 

図 34 移動理由割合 県央地域（県外転出） 図 35 移動理由割合 県央地域（県内移動） 
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イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「転勤」で 50.0％となっている。 

「20～29 歳」では「就職・転職・転業」で 41.7％となっている。 

30 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「30～39 歳」40.0％，「40～49 歳」は 37.5％，「50

～59 歳」は 64.3％となっている。 

60 歳以上では「住宅（新築・購入・借り換え）」，「生活の利便性」で 28.6％となっている。（図 37） 

 

 

 

ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「20～29 歳」では「転勤」で 52.1％となっている。 

30 歳から 49 歳の各年齢階級では「結婚・離婚・縁組」で，「30～39 歳」は 29.6％，「40～49 歳」

は 25.4％となっている。 

50 歳以上の各年齢階級では「住宅（新築・購入・借り換え）」で，「50～59 歳」は 20.7％，60 歳以

上は 24.2％となっている。（図 38） 

 

 

 

図 37 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【県央地域】（10歳以上原因者） 

図 38 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【県央地域】（10歳以上原因者） 
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○鹿行地域 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 470 人のうち，「原因者」は 381 人（81.1％），「同伴

者」は 89 人（18.9％）となっている。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 35.7％，「転勤」が 18.1％，「結婚・離婚・

縁組」が 11.3％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 9.4％，「生活の利便性」，「退職・廃業」が 4.2％

などとなっている。 

なお，「その他」は 15.0％となっている。（表６，図 39･40） 

 

表６ 移動理由別移動者数【鹿行地域】 

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 208 167 75 26 8 2 - 17 15 1 6 17 41 
うち国内 169 128 43 26 8 2 - 16 15 1 6 11 41 
うち国外 39 39 32 - - - - 1 - - - 6 - 

県外転出 159 134 43 34 5 3 - 9 5 2 5 28 25 
うち国内 139 116 37 33 2 3 - 9 5 2 4 21 23 
うち国外 20 18 6 1 3 - - - - - 1 7 2 

県内移動 103 80 18 9 3 - - 17 16 2 5 12 23 
県内転入 100 77 19 12 1 - - 11 20 1 2 11 23 
県内転出 105 82 17 5 4 - - 23 12 2 7 12 23 
計 470 381 136 69 16 5 - 43 36 5 16 57 89 

住　宅 交通の利便性 生活の利便性 その他
区分 総　数 同伴者

総　数 転　勤 退職･廃業 就　学 卒　業

原　　　　　因　　　　　者

( )( )

( )

( )

 

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

 

 

図 39 原因者の移動理由別移動者数【鹿行地域】 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

就
職
・転
職
・転
業

転

勤

退
職
・廃
業

就

学

卒

業

結
婚
・離
婚
・縁
組

住

宅

交
通
の
利
便
性

生
活
の
利
便
性

そ
の
他

県外転入

県外転出

県内移動

（人）

-

10

20

30

40

50

60

70

80

就
職
・転
職
・転
業

転

勤

退
職
・廃
業

就

学

卒

業

結
婚
・離
婚
・縁
組

住

宅

交
通
の
利
便
性

生
活
の
利
便
性

そ
の
他

県外転入

県外転出

県内移動

（人）

 

 

 

 

 



- 23 - 

ア 県外転入 

県外転入で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転入では，総数 208 人のうち，「原因者」が 167 人（80.3％）で，「同伴者」は 41 人（19.7％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 44.9％，「転勤」が 15.6％，「結婚・離婚・

縁組」が 11.3％，「住宅」が 9.0％などとなっている。 

（表６，図 41） 

 

イ 県外転出 

  県外転出で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転出では，総数 159 人のうち，「原因者」が 134 人（84.3％）で，「同伴者」25 人（15.7％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 32.1％，「転勤」が 25.4％，「結婚・離婚・

縁組」が 6.7％，「退職・廃業」と「住宅（新築・購入・借り換え）」と「生活の利便性」が 3.7％な

どとなっている。（表６，図 42） 

 

 

ウ 県内移動 

県内移動で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県内移動では，総数 103 人のうち，「原因者」が 80 人（77.6％）で，「同伴者」は 23 人（22.4％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職，転職，転業」が 22.6％，「結婚・離婚・縁組」が 21.4％，

「住宅（新築・購入・借り換え）」が 20.1％，「転勤」が 10.7％などとなっている。（表６，図 43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 40 移動理由割合 鹿行地域（総数） 図 41 移動理由割合 鹿行地域（県外転入） 
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（2）年齢(10歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，10 歳から 39 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「10

～19 歳」は 63.6％，「20～29 歳」は 57.8％，「30～39 歳」は 31.７％となっている。 

「40～49 歳」では「転勤」で 43.8％，「50～59 歳」では「就職・転職・転業」と「退職・廃業」と

「結婚・離婚・縁組」で 33.3％，60 歳以上では「住宅（新築・購入・借り換え）」で 38.5％となって

いる。（図 44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42 移動理由割合 鹿行地域（県外転出） 図 43 移動理由割合 鹿行地域（県内移動） 

図 44 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【鹿行地域】（10歳以上原因者） 
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イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就職・転職・転業」と「転勤」で 50.0％，

「20～29 歳」では「就職・転職・転業」で 43.5％，「30～39 歳」のでは「就職・転職・転業」と「転

勤」で 27.3％となっている。 

40 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「40～49 歳」は 40.0％，「50～59 歳」は 37.5％とな

っている。 

60 歳以上では「退職・廃業」で 40.0％となっている。（図 45） 

 

 

 

ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就職・転職・転業」と「転勤」で 20.0％，「20

～29 歳」は「就職・転職・転業」で 34.3％，「30～39 歳」は「結婚・離婚・縁組」で 52.9％，「40

～49 歳」は｢就職・転職・転業｣で 22.2％となっている。 

50 歳以上の各年齢階級では「住宅（新築・購入・借り換え）」で，「50～59 歳」は 53.8％，60 歳

以上は 30.0％となっている。（図 46） 

 

 

図 45 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【鹿行地域】（10歳以上原因者） 

図 46 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【鹿行地域】（10歳以上原因者） 
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○県南地域 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「転勤」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 2,048 人のうち，「原因者」は 1,674 人（81.7％），「同

伴者」は 374 人（18.3％）となっている。 

原因者について理由別にみると，「就学」が 37.5％，「転勤」が 15.1％，「就職・転職・転業」が 14.8％，

「結婚・離婚・縁組」が 9.7％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 7.0％，「生活の利便性」が 2.9％，

「交通の利便性」が 1.9％，「卒業」が 1.4％などとなっている。 

なお，「その他」は 8.8％となっている。（表７，図 47･48） 

 

表７ 移動理由別移動者数【県南地域】 

　　単位：人

就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 1,064 937 69 98 10 597 3 51 39 3 15 52 127 
うち国内 450 348 66 90 10 35 2 49 37 3 13 43 102 
うち国外 614 589 3 8 - 562 1 2 2 - 2 9 25 

県外転出 585 466 142 124 7 28 19 46 23 17 12 48 119 
うち国内 529 417 134 118 7 18 2 44 23 17 12 42 112 
うち国外 56 49 8 6 - 10 17 2 - - - 6 7 

県内移動 399 271 37 31 3 2 1 65 55 12 21 47 128 
県内転入 428 290 37 28 1 1 - 70 58 13 25 57 138 
県内転出 370 252 36 33 4 3 1 60 52 11 16 36 118 
計 2,048 1,674 248 253 20 627 23 162 117 32 48 147 374 

同伴者
就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性 その他

原　　　　　因　　　　　者

区分 総　数
総　数 転　勤 退職･廃業

( )( )

( )

( )

 

 

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

 

 

図 47 原因者の移動理由別移動者数【県南地域】 
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ア 県外転入 

県外転入で最も多い理由は「就学」 

県外転入では，総数 1,064 人のうち，「原因者」が 937 人（88.1％）で，「同伴者」は 127 人（11.9％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就学」が 63.7％，「転勤」が 10.5％，「就職・転職・転業」が 7.4％，

「結婚・離婚・縁組」が 5.4％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 4.2％，「生活の利便性」が 1.6％，

「退職・廃業」が 1.1％などとなっている。（表７，図 49） 

 

 

イ 県外転出 

県外転出で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転出では，総数 585 人のうち，「原因者」が 466 人（79.7％）で，「同伴者」は 119 人（20.3％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 30.5％，「転勤」が 26.6％，「結婚・離婚・

縁組」が 9.9％，「就学」が 6.0％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 4.9％，「交通の利便性」が 3.6％，

「卒業」が 4.1％などとなっている。（表７，図 50） 

 

 

ウ 県内移動 

県内移動で最も多い理由は「結婚・離婚・縁組」 

県内移動では，総数 399 人のうち，「原因者」が 271 人（67.9％）で，「同伴者」は 128 人（32.1％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「結婚・離婚・縁組」が 24.0％，「住宅（新築・購入・借り換え）」

が 20.3％，「就職・転職・転業」が 13.5％，「転勤」が 11.3％，「生活の利便性」が 7.6％，「交通の利

便性」が 4.4％などとなっている。 

（表７，図 51） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48 移動理由割合 県南地域（総数） 図 49 移動理由割合 県南地域（県外転入） 
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（2）年齢(10歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，10歳から 39歳の各年齢階級では「就学」で，「10～19歳」は 72.9％，

「20～29 歳」は 79.0％，「30～39 歳」は 39.9％となっている。 

40 歳から 59 歳の各年齢階級では「転勤」で，「40～49 歳」は 28.6％，「50～59 歳」は 55.6％とな

っている。 

60 歳以上では「住宅（新築・購入。借り換え）」で 26.7％となっている。（図 52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 移動理由割合 県南地域（県外転出） 図 51 移動理由割合 県南地域（県内移動） 

図 52 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【県南地域】（10歳以上原因者） 
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イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就学」で 40.0％となっている。 

20 歳から 49 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「20～29 歳」は 33.5％，「30～39 歳」

は 32.0％，｢40～49 歳｣は 33.3％となっている。 

「50～59 歳」では「転勤」で 45.5％となっている。 

60 歳以上では「住宅（新築・購入・借り換え）」で 22.7％となっている。 

（図 53） 

 

 

ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就職・転職・転業」と「結婚・離婚・縁組」

と「住宅（新築・購入・借り換え）」で 12.5％となっている。 

「20～29 歳」では「結婚・離婚・縁組」で 33.0％となっている。 

30 歳以上の各年齢階級では「住宅（新築・購入・借り換え）」で，「30～39 歳」は 27.7％，「40～

49 歳」は 27.8％，｢50～59 歳｣は 20.0％，60 歳以上は 25.0％となっている。（図 54） 

 

 

 

図 53 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【県南地域】（10歳以上原因者） 

図 54 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【県南地域】（10歳以上原因者） 
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　　単位：人

 就職･転職 結婚･離婚

   ･転業    ･縁組

県外転入 337 292 187 24 9 - 1 23 10 1 9 28 45 
うち国内 213 168 68 24 8 - 1 23 10 1 9 24 45 
うち国外 124 124 119 - 1 - - - - - - 4 - 

県外転出 377 337 184 39 10 8 - 33 12 4 7 40 40 
うち国内 357 321 182 37 9 7 - 33 12 4 7 30 36 
うち国外 20 16 2 2 1 1 - - - - - 10 4 

県内移動 193 132 27 19 1 - - 36 14 5 7 25 61 
県内転入 178 127 25 23 1 - - 27 11 3 5 32 51 
県内転出 208 137 28 15 - - - 44 17 6 9 18 71 
計 907 761 398 82 20 8 1 92 36 10 23 93 146 

原　　　　　因　　　　　者

区分 総　数 同伴者
総　数 転　勤 退職･廃業 就　学 卒　業 住　宅 交通の利便性 生活の利便性 その他

( )( )

( )

( )

○県西地域 

（1）移動理由別移動者数 

最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転入，県外転出及び県内移動を合わせた 907 人のうち，「原因者」は 761 人（83.9％），「同伴

者」は 146 人（16.1％）となっている。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 52.3％，「結婚・離婚・縁組」が 12.1％，

「転勤」が 10.8％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 4.7％，「生活の利便性」が 3.0％，「退職・

廃業」が 2.6％，「交通の利便性」が 1.3％，「就学」が 1.1％などとなっている。 

なお，「その他」は 12.2％となっている。（表８，図 55･56） 

 

表８ 移動理由別移動者数【県西地域】 

 

 

 

 

 

 

 

※「県内移動」･･････（県内転入＋県内転出）×１／２  端数は四捨五入 

 

 

図 55 原因者の移動理由別移動者数【県西地域】 
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ア 県外転入 

県外転入で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転入では，総数 337 人のうち，「原因者」が 292 人（86.6％）で，「同伴者」は 45 人（13.4％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 64.0％，「転勤」が 8.2％，「結婚・離婚・

縁組」が 7.9％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 3.4％，「退職・廃業」と「生活の利便性」が 3.1％，

などとなっている。（表８，図 57） 

 

 

イ 県外転出 

  県外転出で最も多い理由は「就職・転職・転業」 

県外転出では，総数 377 人のうち，「原因者」が 337 人（89.4％）で，「同伴者」は 40 人（10.6％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「就職・転職・転業」が 54.6％，「転勤」が 11.6％，「結婚・離婚・

縁組」が 9.8％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 3.6％，「退職・廃業」が 3.0％，「就学」が 2.4％，

「生活の利便性」が 2.1％などとなっている。（表８，図 58） 

 

 

ウ 県内移動 

県内移動で最も多い理由は「結婚・離婚・縁組」 

県内移動では，総数 193 人のうち，「原因者」が 132 人（68.4％）で，「同伴者」は 61 人（31.6％）

であった。 

原因者について理由別にみると，「結婚・離婚・縁組」が 26.9％，「就職，転職，転業」が 20.1％，

「転勤」が 14.4％，「住宅（新築・購入・借り換え）」が 10.6％，「生活の利便性」が 5.3％などとな

っている。（表８，図 59） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56 移動理由割合 県西地域（総数） 図 57 移動理由割合 県西地域（県外転入） 
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（2）年齢(10歳階級)・移動理由別移動者数 

 

ア 県外転入 

最も多い移動理由割合をみると，10 歳から 59 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「10

～19 歳」は 75.0％，「20～29 歳」は 71.9％，「30～39 歳」は 54.7％，「40～49 歳」は 60.0％，「50

～59 歳」は 55.6％となっている。 

60 歳以上では、「生活の利便性」で 35.3％となっている。（図 60） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 58 移動理由割合 県西地域（県外転出） 図 59 移動理由割合 県西地域（県内移動） 

図 60 県外転入者の年齢階級別移動理由割合【県西地域】（10歳以上原因者） 
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イ 県外転出 

最も多い移動理由割合をみると，10 歳から 49 歳の各年齢階級では「就職・転職・転業」で，「10

～19 歳」は 52.6％，「20～29 歳」は 63.0％，「30～39 歳」は 57.1％，「40～49 歳」は 38.7％となっ

ている。 

「50～59 歳」では「転勤」で 30.0％，60 歳以上では「生活の利便性」で 17.6％となっている。 

（図 61） 

 

 

 

ウ 県内移動 

最も多い移動理由割合をみると，「10～19 歳」では「就職・転職・転勤」で 33.3％，「20～29 歳」

では「結婚・離婚・縁組｣で 35.6％，「30～39 歳」では「就職・転職・転勤」で 25.5％，「40～49 歳」

では「住宅（新築・購入・借り換え）」で 23.7％，「50～59 歳」では「結婚・離婚・縁組」で 33.3％，

60 歳以上では「住宅（新築・購入・借り換え）」で 14.3％となっている。（図 62） 

 

 

 

図 61 県外転出者の年齢階級別移動理由割合【県西地域】（10歳以上原因者） 

図 62 県内移動者の年齢階級別移動理由割合【県西地域】（10歳以上原因者） 


